
和
暦

西
暦

藩
主

　
　
　
浅
野
家
と
広
島
藩
の
主
な
で
き
ご
と

将
軍

　
　
　
日
本
の
で
き
ご
と

　
　

浅
野
家
は
美
濃
国
（
岐
阜
県
）
守
護
土
岐
氏
の
一
族
と
伝
わ
る
。
尾
張
国

（
愛
知
県
）
丹
羽
郡
に
住
み
、
織
田
家
に
仕
え
る
。

天
文
一
六

一
五
四
七

浅
野
家
初
代
長
政
、
尾
張
国
（
愛
知
県
）
に
生
ま
れ
る
。
後
に
浅
野
長
勝

の
養
女
弥
々
（
後
の
末
津
姫
）
を
室
と
し
、
そ
の
姉
寧
々
が
豊
臣
秀
吉
の

正
室
（
北
政
所
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
秀
吉
と
義
兄
弟
の
関
係
と
な
る
。

天
正
一
〇

一
五
八
二

長
政
、
本
能
寺
の
変
後
の
備
中
大
返
し
の
時
に
は
、
姫
路
城
代
。

本
能
寺
の
変
（
一
五
八
二
）

　
　
一
一

一
五
八
三

長
政
は
秀
吉
に
仕
え
、
賤
ケ
岳
の
戦
い
の
後
、
京
都
奉
行
を
務
め
、
近
江

国
（
滋
賀
県
）
で
瀬
田
城
・
坂
本
城
を
給
う
。

　
　
一
四

一
五
八
六

長
政
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
徳
川
家
康
の
懐
柔
に
成
功
。
坂
本
城
よ
り
近
江

国
（
滋
賀
県
）
大
津
城
に
移
る
。

秀
吉
、
関
白
に
任
じ
ら
れ
（
一
五
八
五
）
、

翌
年
、
豊
臣
の
姓
を
給
う

　
　
一
五

一
五
八
七

長
政
、
九
州
島
津
義
久
制
圧
の
功
に
よ
り
、
若
狭
国
（
福
井
県
）
一
国
八

万
石
を
給
い
、
小
浜
（
後
瀬
山
城
）
を
居
城
と
す
る
。

　
　
一
八

一
五
九
〇

小
田
原
北
条
氏
攻
め
に
従
軍
、
長
政
は
鉢
形
城
・
忍
城
な
ど
を
攻
め
、
嫡

男
幸
長
は
武
蔵
国
（
埼
玉
県
）
岩
槻
城
攻
め
で
初
陣
を
か
ざ
る
。

長
政
、
伊
達
政
宗
の
懐
柔
（
小
田
原
参
陣
）
及
び
検
地
奉
行
と
し
て
奥
羽

仕
置
（
太
閤
検
地
）
に
力
を
尽
く
す
。

秀
吉
の
全
国
統
一
（
一
五
九
〇
）

文
禄
の
役
（
一
五
九
二
）

文
禄
　
二

一
五
九
三

長
政
、
幸
長
と
と
も
に
甲
斐
（
山
梨
県
）
一
国
二
二
万
五
千
石
を
給
い
、

甲
府
を
居
城
と
す
る
。

関
白
豊
臣
秀
次
自
刃
（
一
五
九
五
）

慶
長
　
元

一
五
九
六

長
政
、
伊
達
政
宗
か
ら
絶
縁
さ
れ
る
。
伏
見
地
震
で
伏
見
城
被
災
の
折
に

い
ち
早
く
か
け
つ
け
秀
吉
を
救
出
す
る
。

幸
長
、
石
田
三
成
の
讒
言
に
あ
い
、
一
時
能
登
国
（
石
川
県
）
鶴
崎
に
流

さ
れ
る
も
、
父
長
政
の
功
で
赦
免
さ
れ
る
。

慶
長
の
役
（
一
五
九
七
）

　
　
　
三

一
五
九
八

秀
吉
の
死
去
に
と
も
な
い
、
長
政
、
石
田
三
成
と
と
も
に
、
諸
将
の
朝
鮮

か
ら
の
撤
退
を
実
施
す
る
。

幸
長
、
加
藤
清
正
ら
武
断
派
の
一
人
と
し
て
、
石
田
三
成
等
文
治
派
と
対

立
す
る
。

豊
臣
秀
吉
没
（
一
五
九
八
）

　
　
　
四

一
五
九
九

長
政
、
五
奉
行
の
一
人
増
田
長
盛
の
讒
言
に
あ
い
、
豊
臣
家
大
老
徳
川
家

康
に
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
隠
居
。
三
男
長
重
を
人
質
と
し
て
江
戸
に

送
り
、
自
身
も
武
蔵
国
（
東
京
都
）
府
中
で
蟄
居
す
る
。

　
　
　
五

一
六
〇
〇

関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
、
長
政
は
秀
忠
に
従
っ
た
が
軍
事
に
は
関
わ
ら
ず
、

幸
長
が
徳
川
方
の
先
鋒
と
し
て
岐
阜
城
を
攻
略
し
、
本
戦
で
は
南
宮
山
の

押
え
を
任
さ
れ
る
。
戦
後
、
軍
功
に
よ
り
幸
長
、
紀
伊
国
和
歌
山
三
七
万

石
余
に
封
ぜ
ら
れ
る
。
長
晟
は
大
坂
在
城
。
家
臣
に
よ
り
危
う
い
と
こ
ろ

を
救
出
さ
れ
る
。

関
ヶ
原
の
戦
い
（
一
六
〇
〇
）

浅
野
氏
広
島
城
入
城
４
０
０
年
記
念
事
業
　
広
島
市
立
中
央
図
書
館
　
企
画
展
　
浅
野
家
と
広
島
藩
～
初
代
長
政
か
ら
最
後
の
藩
主
長
勲
ま
で
～

展
示
パ
ネ
ル
（
年
表
）

開
催
期
間
：
令
和
元
年
９
月
１
６
日
（
月
・
祝
）
～
１
１
月
１
７
日
（
日
）

会
場
：
広
島
市
立
中
央
図
書
館
２
階
展
示
ホ
ー
ル
　
主
催
：
広
島
市
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館



　
　
一
〇

一
六
〇
五

長
政
、
将
軍
家
康
か
ら
江
戸
桜
田
に
邸
地
を
給
う
。

家
康

江
戸
幕
府
開
く
（
一
六
〇
三
）

　
　
一
一

一
六
〇
六

長
政
、
常
陸
国
（
茨
城
県
）
真
壁
に
隠
居
領
五
万
石
給
う
。
（
長
政
没

後
、
三
男
長
重
が
拝
領
し
、
後
に
長
直
の
時
、
播
磨
国
（
兵
庫
県
）
赤
穂

に
転
封
と
な
る
（
赤
穂
浅
野
家
）
。

秀
忠

　
　
一
五

一
六
一
〇

幸
長
女
春
姫
と
尾
張
徳
川
義
直
の
縁
約
が
整
う
（
慶
長
二
〇
年
入
輿
）
。

長
晟
、
備
中
国
（
岡
山
県
）
足
守
二
万
四
千
石
を
給
い
、
北
政
所
の
守
護

を
勤
め
る
。

　
　
一
六

一
六
一
一

幸
長
、
豊
臣
家
と
徳
川
家
の
融
和
を
図
り
、
豊
臣
秀
頼
と
徳
川
家
康
と
の

二
条
城
で
の
対
面
を
実
現
し
、
当
日
は
加
藤
清
正
と
と
も
に
秀
頼
に
従

う
。

　
　
一
八

一
六
一
三

長
晟
、
兄
幸
長
の
病
死
を
受
け
て
、
遺
領
紀
伊
三
七
万
石
余
を
相
続
し
、

足
守
領
を
返
上
す
る
。
大
坂
冬
の
陣
で
軍
功
を
上
げ
る
。

大
坂
冬
の
陣
（
一
六
一
四
）

元
和
　
元

一
六
一
五

長
晟
、
大
坂
夏
の
陣
に
お
い
て
樫
井
の
戦
、
熊
野
一
揆
鎮
圧
に
お
い
て
も

軍
功
を
上
げ
る
。

大
坂
夏
の
陣
（
一
六
一
五
）

　
　
　
二

一
六
一
六

長
晟
、
家
康
の
三
女
振
姫
を
正
室
に
迎
え
る
。
翌
年
、
嫡
男
光
晟
生
ま
れ

る
（
家
康
の
外
孫
）
。

　
　
　
五

一
六
一
九

長
晟

長
晟
、
福
島
正
則
の
改
易
を
受
け
て
、
安
芸
一
円
・
備
後
国
内
八
郡
計
四

二
万
六
五
〇
〇
石
余
を
領
し
、
広
島
を
居
城
と
す
る
。
初
代
広
島
藩
主
と

な
る
。
広
島
城
入
城
（
八
月
八
日
）
。
同
年
、
幕
府
よ
り
の
領
地
受
渡
、

家
老
の
知
行
割
を
行
う
。

　
　
　
六

一
六
二
〇

江
戸
赤
坂
に
邸
地
を
給
う
。
家
臣
団
へ
の
知
行
割
を
行
う
。
城
下
に
泉
水

屋
敷
（
縮
景
園
）
築
造
開
始
。

寛
永
　
四

一
六
二
七

光
晟
、
江
戸
城
に
お
い
て
元
服
。
松
平
の
姓
と
偏
諱
（
へ
ん
き
）
を
賜

う
。
安
芸
守
に
任
じ
ら
れ
る
（
以
後
代
々
続
く
）
。

※
偏
諱
：
実
名
の
一
文
字
目
は
将
軍
の
名
の
一
字
を
受
け
る
こ
と
。

家
光

　
　
　
九

一
六
三
二

光
晟

長
晟
病
没
に
よ
り
、
光
晟
襲
封
（
二
代
藩
主
）
。
庶
兄
長
治
に
五
万
石
分

知
し
、
三
次
（
寛
文
四
年
ま
で
三
吉
）
支
藩
を
立
て
る
。

　
　
一
〇

一
六
三
三

幕
府
巡
見
使
の
巡
視
を
契
機
に
領
内
の
街
道
・
宿
駅
・
御
茶
屋
の
制
を
整

備
。

　
　
一
一

一
六
三
四

光
晟
、
自
ら
領
内
を
巡
検
す
る
。
以
後
藩
主
の
巡
検
が
代
々
の
慣
例
と
な

る
。

　
　
一
二

一
六
三
五

家
光
養
女
と
し
て
、
光
晟
に
前
田
利
常
女
満
姫
（
自
昌
院
）
入
輿
。

参
勤
交
代
制
度
確
立
（
一
六
三
五
）

　
　
一
五

一
六
三
八

領
内
の
蔵
入
地
村
に
地
詰
（
内
検
地
）
を
実
施
す
る
。
給
地
村
で
は
正
保

三
年
（
一
六
四
六
）
に
実
施
し
、
約
五
万
石
を
打
出
す
。

島
原
・
天
草
一
揆
が
起
こ
る
（
一
六
三
七
）



　
　
二
〇

一
六
四
三

朝
鮮
通
信
使
の
東
上
を
安
芸
郡
蒲
刈
島
で
接
待
し
、
鞆
へ
送
る
。
帰
途
を

蒲
刈
島
で
迎
え
、
上
之
関
ま
で
送
る
。

鎖
国
の
完
成
（
一
六
三
九
）

正
保
　
三

一
六
四
六

広
島
に
東
照
宮
を
建
立
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
慶
安
元
年
（
一
六
四

八
）
、
城
下
尾
長
山
に
遷
宮
。

承
応
　
二

一
六
五
三

綱
晟
、
江
戸
城
で
元
服
。
将
軍
家
綱
か
ら
偏
諱
を
賜
う
。

家
綱

寛
文
　
三

一
六
六
三

藩
儒
・
黒
川
道
祐
、
藩
命
で
「
芸
備
国
郡
志
」
（
二
巻
）
を
編
纂
す
る
。

　
　
一
二

一
六
七
二

綱
晟

光
晟
致
仕
に
よ
り
、
綱
晟
襲
封
（
三
代
藩
主
）
。

　
　
一
三

一
六
七
三

綱
長

綱
晟
病
没
に
よ
り
、
綱
長
、
元
服
前
の
一
五
歳
で
襲
封
（
四
代
藩
主
）
。

同
年
、
江
戸
城
で
元
服
。
将
軍
家
綱
か
ら
偏
諱
を
賜
う
。

生
類
憐
み
の
令
発
令
（
一
六
八
七
）

元
禄
　
八

一
六
九
五

吉
長
、
江
戸
城
に
て
元
服
。
将
軍
綱
吉
か
ら
偏
諱
を
賜
う
。

綱
吉

　
　
一
四

一
七
〇
一

赤
穂
藩
主
浅
野
長
矩
、
江
戸
城
内
に
て
吉
良
義
央
を
斬
り
、
即
日
切
腹
。

分
家
赤
穂
浅
野
家
断
絶
（
宝
永
七
年
再
興
）
。

赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
（
一
七
〇
二
）

宝
永
　
元

一
七
〇
四

初
め
て
銀
札
を
発
行
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
幕
府
の
藩
札
通
用
停
止

令
に
よ
り
銀
札
の
通
用
停
止
。

　
　
三 

一
七
〇
六

広
島
城
下
三
川
町
に
紙
座
（
紙
蔵
）
を
設
け
、
藩
内
の
紙
楮
に
専
売
制
を

実
施
。

　
　
五 

一
七
〇
八

吉
長

綱
長
病
没
に
よ
り
、
吉
長
襲
封
（
五
代
藩
主
）
。

　
　
六 

一
七
〇
九

吉
長
、
職
制
改
革
を
実
施
し
て
家
老
を
顧
問
と
し
、
執
政
職
（
年
寄
数

名
）
に
人
材
抜
擢
。
甲
州
流
軍
学
採
用
。
藩
政
改
革
の
始
ま
り
。

家
宣

新
井
白
石
に
よ
る
正
徳
の
治
始
ま
る
（
一
七

〇
九
）

正
徳
　
二

一
七
一
二

郡
方
新
格
を
定
め
、
郡
奉
行
下
の
代
官
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
に
郡
代
、

所
務
役
人
、
頭
庄
屋
を
任
命
。
領
内
に
目
安
箱
設
置
。

家
継

享
保
の
改
革
始
ま
る
（
一
七
一
六
）

吉
宗

　
　
　
三

一
七
一
八

農
民
に
よ
る
改
革
へ
の
反
発
が
起
こ
り
大
き
な
一
揆
と
な
る
。
そ
の
た
め

郡
方
新
格
を
廃
し
代
官
制
に
、
定
免
を
廃
し
て
土
免
に
戻
す
。
請
定
銀
の

制
（
役
所
の
予
算
化
）
を
一
部
の
役
所
で
始
め
る
（
享
保
一
八
年
全
役
所

に
適
用
）
。

　
　
　
四

一
七
一
九

三
次
支
藩
主
長
経
病
没
し
、
支
藩
断
絶
。
領
地
は
本
藩
へ
返
却
。
同
年
、

長
経
弟
長
寔
へ
分
知
、
三
次
支
藩
再
興
。

　
　
　
五

一
七
二
〇

三
次
藩
主
長
寔
病
没
に
よ
り
三
次
支
藩
断
絶
。
領
地
は
本
藩
へ
返
却
。

　
　
　
七

一
七
二
二

代
官
を
止
め
、
郡
奉
行
・
郡
廻
り
な
ど
を
置
く
。

享
保
　
元

一
七
一
六

徴
租
法
を
土
免
制
か
ら
定
免
制
と
す
る
（
年
貢
率
の
固
定
）
。



　
　
一
〇

一
七
二
五

広
島
城
下
白
島
の
稽
古
屋
敷
に
講
学
所
（
後
に
講
学
館
と
改
称
）
を
興

す
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
経
費
節
減
の
た
め
講
学
館
閉
鎖
。

　
　
一
五

一
七
三
〇

吉
長
、
弟
長
賢
に
蔵
米
三
万
石
を
与
え
、
青
山
内
証
分
家
と
す
る
。
銀
札

（
藩
札
）
を
発
行
。

　
　
一
六

一
七
三
一

宗
恒
、
江
戸
城
で
元
服
。
将
軍
吉
宗
か
ら
偏
諱
を
賜
う
。

　
　
二
〇

一
七
三
五

吉
長
、
飢
饉
対
策
に
社
倉
を
検
討
す
る
も
実
現
せ
ず
。
家
臣
家
禄
を
永
代

禄
と
す
る
（
宝
暦
四
年
廃
止
）
。

元
文
　
元

一
七
三
六

地
概
（
幕
府
へ
届
け
出
な
い
検
地
）
を
実
施
（
同
二
年
廃
止
）
。

延
享
　
四

一
七
四
七

安
芸
郡
矢
野
村
尾
崎
八
幡
宮
神
官
香
川
将
監
が
、
領
内
で
初
め
て
社
倉
を

設
置
。

家
重

宝
暦
　
二

一
七
五
二

宗
恒

吉
長
病
没
し
、
宗
恒
襲
封
（
六
代
藩
主
）
。

　
　
　
三

一
七
五
三

飢
饉
対
策
と
し
て
、
囲
籾
の
制
実
施
。
宗
恒
、
財
政
緊
縮
を
柱
と
し
た
宝

暦
改
革
を
始
め
る
。
七
ヵ
年
間
家
中
の
物
成
を
二
ツ
半
と
し
、
五
〇
％
の

借
地
（
藩
の
強
制
借
上
）
を
命
じ
る
。
財
政
向
緊
縮
に
つ
き
、
七
ヵ
年
間

普
請
・
作
事
を
停
止
と
す
る
。

　
　
　
四

一
七
五
四

諸
役
所
の
請
定
銀
（
年
間
予
算
）
の
削
減
を
実
施
。

　
　
　
八

一
七
五
八

重
晟
、
江
戸
城
に
て
元
服
。
将
軍
家
重
か
ら
偏
諱
を
賜
う
。
宝
暦
の
大
火

が
起
き
る
。

　
　
一
〇

一
七
六
〇

宗
恒
、
「
御
除
銀
」
二
〇
〇
〇
貫
を
封
印
す
る
（
貯
銀
）
。

家
治

　
　
一
一

一
七
六
一

大
坂
の
豪
商
鴻
池
善
右
衛
門
と
の
間
に
「
相
対
掛
合
」
（
話
合
い
に
よ
る

借
財
）
を
成
立
。

　
　
一
三

一
七
六
三

重
晟

宗
恒
致
仕
に
よ
り
、
重
晟
襲
封
（
第
七
代
藩
主
）
。

明
和
　
七

一
七
七
〇

重
晟
、
社
倉
を
領
内
全
域
に
広
め
る
こ
と
を
指
示
。
天
明
六
年
（
一
七
八

六
）
領
内
町
村
に
社
倉
設
置
。

田
沼
意
次
、
老
中
と
な
る
（
一
七
七
二
）

天
明
　
二

一
七
八
二

頼
春
水
、
香
川
南
浜
等
を
登
用
し
学
問
所
を
興
し
、
翌
日
か
ら
格
式
講
釈

を
行
う
。

天
明
の
大
飢
饉
（
一
七
八
二
～
）

　
　
　
五

一
七
八
五

学
問
所
の
教
育
を
朱
子
学
に
統
一
す
る
。

　
　
　
八

一
七
八
八

泉
邸
（
現
在
の
縮
景
園
）
の
改
修
を
行
い
、
ほ
ぼ
現
在
の
形
と
な
る
。
作

庭
は
京
の
庭
師
清
水
七
郎
右
衛
門
。

家
斉

寛
政
の
改
革
始
ま
る
（
一
七
八
七
）



寛
政
　
元

一
七
八
九

斉
賢
、
江
戸
城
に
て
元
服
。
将
軍
家
斉
か
ら
偏
緯
を
賜
う
。

寛
政
異
学
の
禁
（
一
七
九
〇
）

ロ
シ
ア
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
通
商
要
求
・
大
黒
屋
光

太
夫
帰
国
（
一
七
九
二
）

　
　
一
一

一
七
九
九

斉
賢

重
晟
致
仕
に
よ
り
、
斉
賢
襲
封
（
八
代
藩
主
）
。

享
和
　
元

一
八
〇
一

「
芸
備
孝
義
伝
」
初
編
（
九
巻
）
を
京
都
瑤
芳
堂
か
ら
刊
行
。
幕
府
へ
献

納
す
る
。

ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
通
商
要
求
（
一
八
〇

四
）

文
化
　
八

一
八
一
一

幕
府
の
許
可
の
も
と
、
城
下
・
尾
道
・
三
原
・
宮
島
に
油
座
を
設
け
て
専

売
制
の
強
化
を
図
る
。

英
フ
ェ
ー
ト
ン
号
長
崎
港
不
法
侵
入
事
件

（
一
八
〇
八
）

天
保
　
元

一
八
三
〇

斉
粛

斉
賢
病
没
に
よ
り
、
翌
二
年
、
斉
粛
一
四
歳
で
襲
封
（
九
代
藩
主
）
。
同

三
年
、
江
戸
城
で
元
服
し
、
将
軍
家
斉
か
ら
偏
諱
を
賜
う
。

異
国
船
打
ち
払
い
令
発
令
（
一
八
二
五
）

　
　
　
四

一
八
三
三

斉
粛
に
将
軍
家
斉
女
末
姫
入
輿
。

　
　
　
六

一
八
三
五

二
葉
山
御
社
造
営
、
饒
津
大
明
神
勧
請
。

　
　
一
四

一
八
四
三

財
政
窮
乏
解
決
策
と
し
て
六
会
法
を
実
施
。

家
慶

弘
化
　
四

一
八
四
七

銀
札
（
藩
札
）
の
切
下
げ
を
断
行
（
四
十
掛
）
。

嘉
永
　
四

一
八
五
一

慶
熾
、
江
戸
城
に
て
元
服
。
将
軍
家
慶
か
ら
偏
緯
を
賜
う
。

　
　
　
五

一
八
五
二

再
び
藩
札
の
切
下
げ
を
断
行
（
五
百
掛
）
。

　
　
　
六

一
八
五
三

三
家
老
が
藩
政
改
革
を
求
め
る
建
白
書
を
提
出
す
る
。

家
定

ア
メ
リ
カ
使
節
ペ
リ
ー
来
航
（
一
八
五

三
）

日
米
和
親
条
約
締
結
（
一
八
五
四
）

安
政
　
五

一
八
五
八

慶
熾

長
訓

斉
粛
隠
居
に
よ
り
、
慶
熾
が
襲
封
（
一
〇
代
藩
主
）
す
る
が
、
同
年
病

没
。
長
訓
襲
封
（
一
一
代
藩
主
）
。

家
茂

日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
（
一
八
五
八
）

文
久
　
元

一
八
六
一

長
訓
、
六
月
か
ら
約
一
か
年
か
け
て
藩
内
諸
郡
を
巡
察
す
る
。

桜
田
門
外
の
変
（
一
八
六
〇
）

　
　
　
二

一
八
六
二

国
事
周
旋
及
び
攘
夷
周
旋
の
内
勅
を
受
け
る
。
長
訓
、
藩
政
改
革
（
軍

制
・
郡
制
）
の
実
施
を
訓
令
す
る
。

　
　
　
三

一
八
六
三

領
内
沿
岸
島
嶼
に
砲
台
を
築
き
警
備
す
る
。
英
国
汽
船
を
購
入
し
震
天
丸

と
命
名
。
軍
制
を
西
洋
式
に
改
編
。

薩
英
戦
争
（
一
八
六
三
）

元
治
　
元

一
八
六
四

禁
門
の
変
。
京
都
御
所
の
日
之
門
を
警
衛
。
幕
府
と
長
州
藩
の
間
の
文
書

伝
達
を
命
じ
ら
れ
る
。
第
一
次
長
州
征
伐
。
一
二
月
征
討
軍
解
陣
。

四
国
連
合
艦
隊
の
下
関
砲
撃
（
一
八
六
四
）

第
一
次
長
州
征
伐
（
一
八
六
四
）

ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
～
四
二
）

天
保
の
改
革
（
一
八
四
一
）

薪
水
給
与
令
発
令
（
一
八
四
二
）

ア
メ
リ
カ
使
節
ビ
ッ
ド
ル
通
商
要
求
（
一
八

四
六
）



慶
応
　
二

一
八
六
六

第
二
次
征
長
の
た
め
征
討
軍
が
広
島
に
集
結
す
る
が
、
長
訓
は
出
兵
拒
否

す
る
。

慶
喜

第
二
次
長
州
征
伐
（
一
八
六
六
）

薩
長
同
盟
結
ば
れ
る
（
一
八
六
六
）

徳
川
慶
喜
が
第
一
五
代
将
軍
に
就
任
（
一
八

六
六
）

孝
明
天
皇
崩
御
（
一
八
六
六
）

　
　
　
三

一
八
六
七

薩
長
芸
三
藩
同
盟
締
結
。
長
訓
は
、
土
佐
藩
に
つ
い
で
政
権
返
還
の
建
白

書
を
幕
府
に
提
出
。
世
子
長
勲
、
王
政
復
古
の
政
変
に
加
わ
り
、
小
御
所

会
議
に
出
席
。
議
定
と
な
る
。

大
政
奉
還
・
王
政
復
古
の
大
号
令
（
一
八
六

七
）

明
治
　
元

一
八
六
八

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
参
加
。
戊
辰
戦
争
始
ま
り
、
錦
御
旗
を
賜
う
。
長

勲
、
賜
姓
偏
諱
を
止
め
、
本
姓
・
本
名
へ
戻
す
。
長
勲
、
松
平
慶
永
・
山

内
豊
信
・
島
津
忠
義
・
細
川
護
久
と
連
署
で
開
国
を
建
白
。

　
　
　
二

一
八
六
九

長
勲

長
訓
隠
居
に
よ
り
、
長
勲
襲
封
（
一
二
代
藩
主
）
。
版
籍
奉
還
の
請
願
が

受
理
さ
れ
て
広
島
藩
が
置
か
れ
、
長
勲
が
広
島
藩
知
事
と
な
る
。

版
籍
奉
還
、
大
名
・
公
家
は
家
族
と
な
る

（
一
八
六
九
）

　
　
　
四

一
八
七
一

廃
藩
置
県
、
広
島
藩
は
広
島
県
と
な
る
。
長
勲
は
広
島
藩
知
事
を
辞
し
、

東
京
へ
の
移
住
を
命
じ
ら
れ
る
。

　
　
一
一

一
八
七
八

長
勲
、
私
立
浅
野
学
校
設
立
（
後
に
山
田
十
竹
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
の

修
道
学
園
）
。
そ
の
他
、
広
島
大
学
・
旧
制
広
島
一
中
（
現
国
泰
寺
高

校
）
な
ど
、
多
く
の
県
立
・
市
立
学
校
創
設
時
に
、
用
地
・
資
金
・
教
材

を
提
供
。

西
南
戦
争
（
一
八
七
七
）

　
　
一
五

一
八
八
二

長
勲
、
第
二
代
イ
タ
リ
ー
王
国
公
使
に
任
じ
ら
れ
る
。
帰
途
、
欧
米
を
視

察
し
、
社
会
教
育
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
。

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
（
一
八
八
九
）

　
　
三
六

一
九
〇
三

財
団
法
人
芸
備
協
会
設
立
。
広
島
県
出
身
の
学
生
の
東
京
遊
学
に
資
金
と

宿
舎
を
提
供
。
後
に
長
勲
が
総
裁
と
な
る
。

大
正
　
二

一
九
一
三

長
勲
、
日
本
最
初
の
私
立
美
術
館
「
観
古
館
」
を
泉
邸
内
に
開
設
。

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
）

　
　
一
五

一
九
二
六

長
勲
、
私
立
浅
野
図
書
館
（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
の
前
身
）
を
開
設
。

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
広
島
市
に
寄
贈
。

関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
）


